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玄関接続先とその変遷
居間 廊下 客間 居間/廊下 廊下/客間 客間/居間 居間/客間/廊下

1919年

1966年

2021年

32% 68%

42%58%

5% 18% 45% 22% 10%

勝手口の有無とその変遷
勝手口有 勝手口無

1919年

1966年

2021年

16%84%

22% 78%

100%

玄関土間の広さとその変遷
~1畳 1畳~ 1.5畳~ 2畳~

1919年

1966年

2021年

27% 43% 7%

42% 58%

4% 37% 15% 44%
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1966年事例
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『親密圏のポリティクス』/齊藤純一
『公共性の構造転換』/ユルゲン・ハーバーマス

親密圏を前景化 公共圏を前景化

〈親密圏 /公共圏〉は
結合的側面の強調
によって成り立つ反面
分離的側面が中心的な
論点とはされていない。

△参考文献：

『親密圏のポリティクス』/齊藤純一
『公共性の構造転換』/ユルゲン・ハーバーマス

△参考文献：

　
家
族
関
係
に
於
て
扶
助
す
る
場
合
に
は

、
両
者
共
に
人
情
を
以
て
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
権
利
義
務
の
観
点
に
於
て
授
受
す

る
に
比
べ
て
温
味
も
あ
り
、
又
費
用
が
少

な
く
て
足
り
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
我

邦
で
は
国
家
と
個
人
と
の
間
に
家
族
な
る

一
団
体
が
介
在
し
て
或
程
度
ま
で
は
個
人

の
保
護
に
当
り
、
累
を
国
家
に
及
ぼ
さ
な

い
の
で
あ
る
。
此
点
か
ら
見
て
も
家
族
主

義
の
基
礎
を
強
固
に
す
る
の
は
必
要
な
こ

と
で
、
単
に
国
民
道
徳
上
の
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
。

『
生
活
及
社
会
観
』

湯
原
元
一

】
念
懸
の
へ
業
事
済
救
【

1970年
　
高
度
経
済
成
長
に
先
立
つ
敗
戦
後
の
約

10

年
間
は
、
伝
統
的
な
制
度
や
価
値
観

が
崩
壊
し
、
そ
れ
が
大
衆
の
レ
ベ
ル
で
の

欲
望
解
放
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
解
放
さ
れ
た
私
欲
欲
望
、

も
し
く
は
欲
望
と
し
て
の
私
の
解
放
は
、

国
民
生
活
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
日
本
人
の

行
動
を
最
初
は
「
貧
し
さ
か
ら
の
脱
出
」

、
や
が
て
朝
鮮
特
需
に
よ
る
日
本
経
済
の

復
興
を
へ
て
高
度
成
長
期
に
向
か
う
と
今

度
は
「
豊
か
さ
の
追
求
」
と
い
う
方
向
で

動
機
づ
け
た
。
家
族
生
活
の
面
で
は
、
「

豊
か
で
明
る
い
家
庭
」
と
い
う
家
族
像
に

家
族
と
い
う
集
団
の
共
同
性
を
方
向
づ
け

る
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

。
（
中
略
）
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
戦
後

家
族
の
私
生
活
中
心
主
義
的
な
価
値
観
は

一
般
に
「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
戦
後
日
本
の
家
族
と
私
化
』

荒
川
茂
則

　
和
の
精
神
は
情
緒
的
一
体
感
の
通
用

す
る
範
囲
に
の
み
作
用
し
、
そ
れ
以
外

の
人
間
や
集
団
は
、
「
よ
そ
者
」
で
あ

り
、
こ
ち
ら
の
集
団
を
お
び
や
か
す
か

も
知
れ
な
い
存
在
と
し
て
警
戒
さ
れ
る

。
（
中
略
）
一
切
の
親
和
的
関
係
が
家

族
に
な
ぞ
ら
え
た
情
緒
的
一
体
感
に
よ

っ
て
の
み
可
能
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、

人
と
の
望
ま
し
い
関
係
を
結
ぶ
に
は
、

そ
の
人
と
の
関
係
を
家
族
的
な
関
係
に

取
り
込
む
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

『
家
族
制
度―

淳
風
美
俗
を
中
心
と
し

て
』

磯
野
誠
一
・
磯
野
富
士
子

】
化
主
民
の
族
家
【

1958 年
　
そ
れ
は
本
質
的
に
社
会
に
対
し
て
逃

避
的
・
現
状
肯
定
的
態
度
で
あ
り
、
人

間
的
連
帯
を
信
じ
よ
う
と
し
な
い
利
己

的
・
競
争
的
意
識
で
あ
る
と
い
え
よ
う

。
隣
の
家
庭
が
不
幸
で
も
、
「
わ
が
家

」
さ
え
幸
福
で
あ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
は
、
人
間
の
連
帯
を

認
め
な
い
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
な
家

族
主
義
と
同
じ
で
あ
る
。
マ
イ
ホ
ー
ム

主
義
を
、
「
現
代
版
」
家
族
主
義
で
あ

る
と
規
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

『
家
族
観
の
変
容
と
世
代
の
断
絶
』

山
手
茂

　玄関は歴史的に都市と住まい、社会と個人の接続関係が投影される多元的な領域性を有する空間として存在してきた。しかし、
現代の住まいに目を向けると玄関が単なる出入りのための開口部としての役割を担うにとどまり、今や玄関がそれまで有してきた
領域性すら喪失しつつある。仮に玄関が社会と住まいの接続領域としての役割を果たすのであれば、これからの新たな住まいの玄
関はどのような空間的可能性を拓くのだろうか。本提案は、昨今の玄関にみるダイレクトな社会との結びつきが、住まいの空間的
豊かさの喪失につながるのではないかという問題意識の元、玄関が領域としての役割から境界としての役割へと変化したことで住
まい事態の在り方に変容が見られる点に着目し、玄関の領域性を有する住まいを提示することを目的とする。

上図から導かれる考察
・玄関面積は大幅な縮小傾向にある。   かつての玄関は
接客や家政のための『領域』として機能したのに対し、
昨今の玄関は住宅内を如何に閉鎖化させるかという観
点より『境界』としての機能が主となっている。
・玄関の接続諸室の単一化、また出入口の現象により、
住宅と都市の関係性の一元化が起こっている。

人間生活の中で、他人や社会と相互に関わ
り合いを持つ空間。また政治・法・宗教と
いった社会の制度的下位領域を指す概念

　必ずしも性や血縁の結びつきに依らな
い、具体的な他者への生の配慮 /関心をメ
ディアとする、ある程度持続的な関係性。

 　領域としての玄関を必要とした生活から、その領域を必要とせず、境界へと性質が置き換わり住居が閉鎖的な現れ
をしだしたという転換期だからこそ、「玄関の意義とは何なのか」という問いが浮かび上がる。またその問いは都市や
住まいに関連した問いを誘発する。何故なら玄関は住宅と都市、もしくは家族と社会、また個人と社会の連続的な関
係性の象徴であり、その連続において断絶が生じたはずである。先述した転換期の社会構造を捉えるために、「家族主
義 / 個人主義」また「親密圏 / 公共圏」四つの概念に着目し、現代における玄関を再考する上での批評軸を明らかに
するために、社会学分野における言説の整理を行う。
これらの議論が示したのは『共同体の内側での関係性』と『共同体とその外側での関係性』二つの批評軸である。

家族主義、個人主義に関する
過去の言説をたどり、二つの
概念は振り子のように揺れ動
いていることがわかる。それ
らが示すのは、画一化された
家族像を批判する相対化の作
業から、さらに進み多様性の
承認、また補償をするための
検討の必要性である。

 　先述した〈中身〉の分析に対し、住居計画学の観点から〈器〉の分析を行う。当図は玄関の接続先の状
況と出入口の数から 1919 年事例を分類し、住居内諸室の相対的なプライバシーの度合いを住居内に存在す
る境界（下図）によってプライバシー等級が変化する、という方式にて模式化を行ったものである。

hub house
玄関に着目した多元的住居の提案

00. 背景

02. 〈器〉の分析

01. 〈中身〉の分析

上り框
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息子（２６）娘（２１）

父（４８）母（４５）

夜勤のバイト行かなきゃ

今日泊まっていく？

まぁ、持ちつ持たれつ
今日は晩飯いいや

ドラマ録画しといてくれた？

このBメロ神かも

今度旅行にでも行きましょう

私の夢を応援してほしい

Hey, can you zoom in next week?

作品提出明日だ...

新しい画材買ってもいい？

あ、おばさん！こないだはありがとう

あら○○さん！昨日のドラマ見ました？

1９時までにですね、承知いたしました
（今日は餃子にしようかしら）

珍しく2Fから良いメロディーが聞こえるわね

タマちゃん、どこに行ったのかしら

じゃ、打ち合わせ初めよっか

原稿書くから、部屋戻るね

タマ、あっち行ってなさい

今日最終日か、晩飯食べていきなよ

パース手伝ってくれたらいいよ

ちょっと休憩しよ

好きに生きるといい、僕のように

主玄関玄関１

ロフト１ ロフト 2 ロフト 3 ロフト 4

玄関 2 玄関 3 玄関 4

納戸

個室 2

トイレ 浴室

LDK

個室 1 個室 4個室 3

事務所予備室

洗面所

リビング
2

LDK

主玄関

予備室事務所

玄関１ 玄関 2 玄関 3 玄関 4

個室１

ロフト１ ロフト 2 ロフト 3 ロフト 4

個室 2

洗面所

個室 3 玄関 4

リビング
2

近代以前

近現代

現代

個人と共同体がそれぞれ玄関を持つ

多元的なハブとしての玄関

玄関の役割が玄関扉に代替

閉鎖的なポイントとしての玄関

家族と社会の応答関係を確認

両儀的なゾーンとしての玄関

玄関

個人

個人

住戸
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2FL-200
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玄関 1
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玄関 2
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玄関 4

　着目したのは、1919 年事例に多く見られた、複数の
プライバシー等級に属する室である。それらを、複数の
出入口を持ち、距離と境界の異なる社会との接続形態を
持った『多元的な室』と定義する。
　これらの分析が示すのは、個人と共同体それぞれが玄
関を持つ『多元的なハブとしての住まい』の、現代社会
への適応性であると考える。

　住むのは４人家族である。
それぞれがそれぞれの家族
観・社会との繋がりを持つ
普遍的（ここでいう普遍と
は特殊解の集合としての普
遍である）な家族である。

　彼らの住む住宅には、共
同体としての顔『主玄関』、
個人の部屋には個人の顔と
しての『個人玄関』、二つの
玄関が与えられる。ここで
紡がれるのは、共同体と各
個人、複数の物語である。

　〈器〉の分析と同様に本住
宅の諸室構成の模式化を行
う。主玄関と個人玄関、ど
ちらを前景化するかによっ
てプライバシー等級は反転、
つまり各玄関は住居内で最
も深く、同時に最も浅い。
またその決定権は各個人の
動的な活動に委ねられてい
る。

　板橋区の住宅街に位置する三面接道を対象敷地と
する。周辺は主に戸建て住宅と賃貸住宅が建つ。

03. 手法 04. 敷地

06. プライバシー等級模式図

07. 平面図

05. 家族構成

上り框
扉
階段
廊下

凡例

各
個
人
の
詳
細

主
玄
関
を
前
景
化

個
人
玄
関
を
前
景
化

ア
ク
ソ
メ
図

1階

1:80

2階

1:80



08. シークエンシャルな諸室の接続

主玄関はある時は都市の延長の空間である 各個室は最も深く、同時に最も浅い

人が複数の顔を持つように、この住宅も複数の顔を持つ個人空間と家族空間の境界は棚である。これは軌跡でありプライバシーの象徴でもある。

2階リビングから4つの外部階段は視認可能であり、気配をささやかに伝える

主玄関はある時は都市と切り離された空間である 主玄関はある時は近隣社会との接続を果たす空間である

主玄関はある時は事務所の延長上の空間である 内部階段の先は家族空間へ/外部階段は個人空間へ



ロフト〈母〉
GL+5800

個室〈母〉
GL+3000

リビング
GL+400

リビング 2
GL+2600

主玄関
GL± 0

玄関〈息子〉
GL+3000

事務所
GL+400

hub house
玄関に着目した多元的住居の提案

09. 全体像

1:60

個人と共同体の動的な活動が都市に現れる 北面の小道と緩やかに接続する

塔のようなボリュームは周辺住宅地の象徴となる


